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農
業
研
修
団
率
い
岡
山
へ

際
も
非
暴
力
、
無
抵
抗
主
義
を

貫
い
た
政
治
家
で
、
「
農
業
の

発
展
が
タ
イ
の
貧
困
を
救
う
」

と
の
信
念
の
持
ち
主
と
し
て
も

知
ら
れ
、
農
業
研
修
団
を
引
串
。

来
月
二
日
ま
で
岡
山
県
内
の
農

業
関
係
者
ら
と
交
流
、
有
機
農

業
に
つ
い
て
学
ぶ
ほ
か
、
講
演

会
な
ど
を
通
し
［
ア
ジ
ア
の
現

実
］
を
訴
え
る
。

　
岡
山
市
内
の
ホ
テ
ル
で
記
者

会
見
し
た
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
は
、

タ
イ
の
民
主
化
の
見
通
し
に
つ

い
て
「
五
月
の
流
血
事
件
を
き

っ
か
け
に
タ
イ
の
民
衆
は
民
主

主
義
が
い
か
に
重
要
か
わ
か
っ

て
き
た
。
今
後
は
軍
が
政
治
に
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出
迎
え
る
人
た
ち
に
手
を
振

　
っ
て
応
え
る
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏

　
　
（
中
央
）
＝
岡
山
駅
で
2
0
目

　
正
午

関
与
し
な
く
な
る
よ
う
期
待
し

た
い
」
と
語
っ
た
。

　
ま
た
日
本
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法

に
つ
い
て
「
タ
イ
の
隣
国
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
自
衛
隊
が
派
遣
さ

れ
る
の
は
平
和
を
保
つ
た
め
と

思
う
。
タ
イ
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
難

民
を
長
年
か
か
え
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
あ
っ
た
」
と
話
し
た
。

　
一
行
を
受
け
入
れ
る
の
は
、

日
本
、
タ
イ
な
ど
ア
ジ
ア
十
三

力
国
の
医
師
ら
で
つ
く
る
「
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
」
（
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡
山
市
、
官
波
茂

代
表
）
や
有
機
農
業
で
全
国
的

に
知
ら
れ
る
岡
山
市
高
松
農
協

　
（
藤
井
虎
雄
組
合
長
）
な
ど
。

　
一
行
は
有
機
農
業
の
実
習
を

行
う
の
を
は
じ
め
、
バ
イ
オ
農

業
関
係
者
ら
と
懇
談
。
チ
ャ
ム

ロ
ン
氏
は
総
選
挙
（
下
院
、
九

月
投
票
）
の
登
録
な
ど
の
た
め
、

期
間
中
一
時
帰
国
す
る
。

　
‐
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
は
随
里
一
一
宮

学
校
を
卒
業
後
、
米
国
留
学
。

バ
ン
コ
ク
知
事
時
代
は
、
汚
職

追
放
に
全
力
を
挙
げ
「
ミ
ス
タ

ー
・
ク
リ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
た
。

今
年
三
月
下
院
議
員
に
当
選
し

た
。
　
と
こ
ろ
ペ
ス
チ
ン
ダ
国
軍

司
令
官
（
当
時
）
が
選
挙
の
洗

礼
を
受
け
な
い
ま
ま
首
相
に
就

任
し
た
こ
と
か
ら
五
月
、
民
主

化
要
求
運
動
が
高
ま
り
、
氏
は

ハ
ン
ス
ト
で
抗
議
す
る
な
ど
し

て
運
動
の
先
頭
に
立
っ
た
。
次

期
総
選
挙
で
は
、
チ
ャ
ム
ロ
ン

氏
が
ど
れ
だ
け
軍
批
判
票
を
集

め
ら
れ
る
か
が
最
大
の
焦
点
と

さ
れ
て
い
る
。

　
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
は
岡
山
へ
の

新
幹
線
で
「
民
主
化
運
動
を
応

援
し
て
く
れ
た
多
く
の
日
本
の

皆
さ
ん
に
お
礼
を
言
い
た
い
」

と
語
っ
た
。
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